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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞
· 4/27六角堂際予定。参加利用者は澤口直美様、鈴木恵美子様、平康子様。

· プログラムの新規利用者のグループ分けを本日中に入力するように。

· 春祭り参加したスタッフは166円を山田さんまで。

· 春の健康診断明日まで。

· 花見の企画についてデイケアは参加者いない為中止。ナイトケアは5/2実施予定。詳細が決まり次第連絡。
＜利用者様情報＞

デイケア

鈴木　茂子　様～膝に水が溜まっているのではないかと思い昨日整形外科受診。膝に水は溜まっていないとのこと。内服と塗り薬処方されたとの事です。

デイナイト

田中　正士　様～モーニングにて昨日のプログラム中の出来事（後ろに転びそうになった事）について報告した際、千葉良Drより、「足が悪いのにボーリングをさせたのか。座ってプログラムをさせるように」と指摘を受けている。本人へ座ってやるよう話すと怒る可能性があるが、転倒防止のため座ってプログラムを行なうようアプローチしていく。

吉田　富秋　様～昼だけタバコ1本吸いたいとの希望あり、担当スタッフに伝えるよう話している。　　

ナイトケア

下妻　康貴　様～昨日「家でご飯を食べる」と休んでいる。本日も「家の人と食事に行くから休む」と連絡あり。

＜外来患者様情報＞

種本　サハ　様～1週間を通して血圧高めで経過している為、変薬となっている。本日栄養指導実

施。

松川　順子　様～血圧低めで経過されている。担当医より特に指示はない。

＜地域復帰支援検討会＞参加者：高森

清水　秋男様(60)　病名：統合失調症

4/16に危険行為（腹部に刃物を刺そうとすること）あり、4/17医療保護入院となる。

入院前の様子：幻覚・妄想が潜在していた可能性がある。

青風荘を出たいという思いがつよかったことが考えられる。

お金が貯まったから1人暮らしがしたかったのではないか。

⇒包丁を振り回す事で誰かが止めてくれるのではないかと思ったのではないか。上記内容が原因で危険行為に至ったのではないかと考えられる。

入院後の経過として、食事、睡眠もとれている。受け持ちスタッフ対面では普段通り明るく話す事できている。しかし危険行為に至った経緯について触れると声が小さくなりはっきりとした事は言わない。

入院目的：薬物調整は行うが、薬物調整がメインではない。

　　　　　精神科リハビリテ―ション、対人関係強化、ＡＤＬを見ていく。また危険行為を防ぐ為の入院。

　　　　　治療後の変化を見る為、２～４週間後、地域復帰支援検討会を実施予定。

現在（入院中）の問題点と治療方針　（東病棟スタッフ、医師の見立て）

· ストレスをため込む傾向があり、それによって自傷行為の可能性がある。

⇒ストレス対処法の確立、社会資源の活用、兄様と方針確認、1人でいる時が多い為観察が必要、対人関係をみていく。







